
 

２０１１年度特定非営利活動に係る事業報告書 

２０１１年４月１日～２０１２年３月３１日まで 

特定非営利活動法人習志野第九合唱団 

１ 事業の成果 

 2011年3月11日の東日本大震災を契機に、合唱団の運営スタッフと、団員から公募し

た協力委員とからなる防災体制を構築し、練習会場にて避難訓練を実施した。 

 年末恒例の「習志野第九演奏会」では、第一部（前プロ）に一昨年初めて取り組んだベ

ートーヴェン「合唱幻想曲」を再演、指揮者にこの曲の普及に努める地元ゆかりの現田茂

夫氏を迎え、ピアニストには各界で活躍中の三舩優子氏、ソリストは二期会から６名とい

う豪華顔ぶれで臨んだ。演奏会前日のリハーサルにおいて「第九」第４楽章を市内の小中

音楽関係クラブに公開し、演奏会の直前には指揮者からのプレトーク（曲目解説）など、

昨年好評であった新しい取り組みを本年も実施した。 

演奏会は現田氏のリードと安藤氏による入念な合唱準備で「合唱幻想曲」「第九」とも

成熟した素晴らしい演奏ができ、34年の歴史に残る感動の演奏会となった。 

 国際交流活動として昨年に引き続き、11 月 13 日に船橋市習志野霊園にて「ドイツ国民

哀悼の日」記念行事に「良き戦友」の男声合唱と「野ばら」の混声合唱を実施した。 

 他地域における第九演奏会への会員派遣事業として、徳島・鳴門第九演奏会および、国

技館5,000人の第九コンサートに参加し、音楽の普及振興を援助する活動を行った。 

 また、地元ショッピング複合施設モリシアの支援による「習志野第九合唱団のクリスマ

ス inモリシア2011」を開催、ショッピングセンター内での無料コンサートを実施した。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

 

事業名 

 

事 業 内 容 

実施日

時 

実施場

所 

従事者

の人数 

受益対象者の

範囲及び人数 

支出額

（千円） 

(1)演奏会の企

画、実施と、そ

の練習に関する

事業 

第 34 回「習志野第

九演奏会」の企画、

と演奏会にむけた

練習、演奏会の実施 

2011 年

9月4日

～12 月

18日 

習志野

文化ホ

ール 

311人 演奏会聴衆

（一般市民） 

1,313人 

8,714 

(2)演奏会を通じ

ての国際交流事

業 

演奏会へのドイツ

連邦共和国大使館

後援依頼と招待 

2011 年

12月18

日 

習志野

文化ホ

ール 

311人 ドイツ連邦共

和国大使館関

係者4人 

0 

(3) 合唱愛好な

どを通じての国

際交流事業 

「ドイツ国民哀悼

の日」にて「戦友」

「ﾄﾞｲﾂ国歌」を合唱 

2011 年

11月13

日 

船橋市

習志野

霊園 

25人 

混声合

唱 

ドイツ兵士墓

参参加者70名 

0 

(4) 合唱愛好な

どを通じての国

際交流事業 

「日独交流150周年

ドイツフェア」にて

ミニコンサート 

2011 年

10 月 8

日 

ショッ

ピング

ｾﾝﾀｰ内 

17人 

男声合

唱 

無料コンサー

ト。聴衆約200

名（買物客他） 

0 

(5) 合唱を中心

とする音楽の普

及振興事業 

徳島・鳴門「第九演

奏会」への会員派遣 

2011 年

6月4日 

~6日 

鳴門市

文化会

館他 

15人 演奏会聴衆

（一般市民） 

1,300人 

0 

(6)合唱を中心と

する音楽の普及

振興事業 

第 28 回「国技館

5,000 人の第九コン

サート」への派遣 

2012 年

2 月 26

日 

両国 

国技館 

52人 演奏会聴衆

（一般市民） 

5,000人 

0 

(7)合唱を中心と

する音楽の普及

振興事業 

クリスマスコンサ

ート in ﾓﾘｼｱを地元

企業の協力で開催 

2011 年

12月23

日 

ショッ

ピング

ｾﾝﾀｰ内 

80人 無料コンサー

ト。聴衆約300

名（買物客他） 

85 

 


